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青少年健全育成
功労者表彰
　青少年の健全育成に貢献している個人・団体を
表彰する青少年健全育成功労者表彰が、２月５日
に市役所で行われました。

　問 社会教育課生涯学習係 ☎ 21‐１５１４

■
有
漢
子
供
神
楽
ク
ラ
ブ

方
谷
賞

　

市
内
の
高
等
学
校
や
大
学
等
で
学
び
、
在

学
中
に
学
業
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
そ
の
活
動
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
学
生
、
団
体

に
贈
る
方
谷
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

問 

秘
書
政
策
課
秘
書
係 

☎
21
‐
０
２
０
１

■
高
梁
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
少
年
団

　
平
成
22
年
４
月
の
結
成
以
来
、
高
梁
市
民
体
育
館
や
市

内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
で
活
動
し
て
お
り
、
青
少
年
の
技

術
・
体
力
の
向
上
や
仲
間
と
の
協
調
性
の
育
成
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
活
動
以
外
に
も
草
刈
清
掃

等
の
地
域
貢
献
活
動
や
市
内
外
の
大
会
で
他
団
体
と
の
交

流
を
図
っ
て
お
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

■
成
羽
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

平
成
12
年
に
結
成
以
来
、
成
羽
小
学
校
体
育
館
で
、
小
学

生
を
中
心
に
活
動
を
し
て
お
り
、
市
内
の
他
団
体
と
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
技
術
向
上
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
あ
い
さ
つ
の

意
味
や
仲
間
を
思
う
気
持
ち
な
ど
、
人
と
し
て
生
き
て
い

く
上
で
大
切
な
心
の
育
成
も
図
っ
て
お
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

左から有漢子供神楽クラブ・子原勝正さん、高梁クライミ
ング少年団・杉田守二さん、成羽ジュニアバレーボールス
ポーツ少年団・近久美紀さん

　
平
成
19
年
度
の
結
成
以
来
、
有
漢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
活
動
し
て
お
り
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
出
演
や
介
護
施

設
の
慰
問
な
ど
積
極
的
な
地
域
貢
献
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
備
中
神
楽
を
青

少
年
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
施
設
慰

問
を
通
じ
て
地
域
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
小こ

林ば
や
し 

生い
く

佳か

さ
ん
（
川
面
町
）

高
梁
高
等
学
校

■
山や

ま

本も
と 

英え
い

治じ

さ
ん
（
川
上
町
地
頭
）

高
梁
城
南
高
等
学
校

■
槻つ

き

村む
ら 

裕ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
御
前
町
）

岡
山
県
高
梁
日
新
高
等
学
校

■
大お

お

松ま
つ 

滉こ
う

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
（
新
見
市
）

宇
治
高
等
学
校

■
赤あ

か

木ぎ 

志し

帆ほ

さ
ん
（
新
見
市
）

松
山
高
等
学
校

■
河か

わ

合い 

智と
も

子こ

さ
ん
（
総
社
市
）

順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校

■
北き

た

垣が
き 

悠ゆ
う

希き

さ
ん
（
本
町
）

吉
備
国
際
大
学

■
崔ち

ぇ　
 

善そ
ん

基ぎ

さ
ん
（
韓
国
出
身
）

吉
備
国
際
大
学

■
松ま

つ

村む
ら 

夏な
つ

佳か

さ
ん
（
岡
山
市
）

吉
備
国
際
大
学
短
期
大
学
部
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在宅医療連携拠点事業推進協議会
これからの在宅医療と地域生活にむけて

問 保険課連携推進係 ☎21-０３０４

　今回は、これからの高梁市の在宅医療について、仲田永造会長にお話をお聞きしました。
　高梁市は、平成25年度より岡山県の委託を受けて、在宅医療に関する事業や啓発活動を実施してきまし
た。平成 28年度からこれらの成果を踏まえ、「介護保険法の地域支援事業」として位置づけられます。
　今後は、これまで実施してきた癌患者への取り組み等に加えて、
認知症の人を支える仕組みも検討していきたいとのことでした。
がん患者とは違い、認知症の終末期の訪れまでは期間が長いため、
日常生活を営む力（ADL）を維持することを中心とした在宅医療が
大切であると話されていました。

　また、理学療法士や作業療法士だけではなく、医療および福祉
に関わるあらゆる人々や関係機関、組織が連携し在宅療養者へ地
域全体でリハビリを行う、地域リハビリテーションの考え方も重
要となるため、その支援体制の整備もしていきたいと話されてい
ました。その他、高梁市が抱える課題を視野に入れながら、在宅医療に関する事業を実施していきたいとの
ことでした。

　高齢者が住み慣れた地域で生活して、体調によっては病院や施設を活用する。そして、少しでも長く、在
宅での生活を継続することができるような高梁市にしたい、との言葉に力強さを感じました。

文責　岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

　

有
漢
町
担
当
の
坂
本
で

す
。
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
子

育
て
応
援
ド
ラ
マ
「
さ
く

ら
と
あ
ゆ　

〜
高こ

梁こ

で
生

ま
れ
た
私
の
物
語
」
が
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
見
逃

し
た
方
は
、
再
放
送
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
僕
も
ち
ょ
っ
と

だ
け
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
に
あ
る
よ
う
に
、
出

産
や
定
住
の
支
援
政
策
が
盛
ん
な
高
梁

市
は
、
子
ど
も
の
発
育
、
成
長
に
も
適

し
た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
２
年
前
か
ら
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人 

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ォ
ー
ピ
ー
プ

ル
岡
山
」（
長
い
名
前
で
す
が
、
人
・
自

然
・
社
会
の
関
係
性
を
大
切
に
考
え
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
を
推
進
す

る
団
体
で
す
）の
協
力
・
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
森
林
整
備
作

業（
人
工
林
整
備
作
業
、
広
葉
樹
林
整

備
）や
、
森
林
環
境
教
育（
森
林
生
態

系
、
里
山
体
験
、
里
山
文
化
の
保
存
と

継
承
）な
ど
の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

先
月
、
高
梁
美
し
い

森
で
行
わ
れ
た
「
里
山

冒
険
遊
び
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
も
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
多
く

の
発
見
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
刃
物
や
火
な
ど
の
危

な
い
も
の
を
扱
う
時
、
子
ど
も
は
一
番

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

そ
し
て
お
そ
ら
く
、
そ
の
時
に
多
く
の

も
の
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

小
動
物
や
竹
の
質
感
、
樹
皮
な
ど
を

五
感
で
感
じ
て
み
る
。
机
の
上
や
屋
内

で
は
で
き
な
い
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
る
の
も
、
高
梁
の
美
し
い
川
や

森
、
田
畑
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

僕
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
ず
、
好
奇

心
豊
か
に
、
来
年
の
就
農
に
向
け
て
技

術
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

⑫

坂さ
か

本も
と

陽よ
う

隊
員

（
有
漢
地
域
）

「里山冒険遊び」の参加
者に竹枝の払い方を教
える坂本隊員

在宅医療連携拠点事業通信 第 23回


